
１．雲南市森林所有者アンケート調査結果 

１．調査の目的                                       

森林所有者による経営意欲の低下や所有者不明森林の増加に伴い、適切な管理が「実施できて

いない」、あるいは「実施できない」森林が増加していることから、雲南市における今後の森林

整備の推進に向けた施策検討の基礎資料とするため、市内に森林を所有する全ての方を対象とし

てアンケート調査を実施しました。 

 

２．調査概要                                        

１）実施内容及び回収状況 

 

２）調査項目 

① 森林の所有状況について 

 ② 森林所有者の居住地域と年齢について 

 ③ 森林組合への加入状況について 

 ④ 所有森林の場所や境界、樹種等の把握状況について 

 ⑤ 所有森林の管理状況について 

 ⑥ 所有森林の管理に関する将来計画について 

 ⑦ 森林管理における不安や課題について 

 ⑧ 市の取り組みに対する要望や意見について 

 

３．主な調査結果                                      

 

 

 

 

 

 

調  査  名 島根県雲南市「森林所有者アンケート」 

調査対象者 雲南市内に森林を所有する者 

（令和 5年 3月時点の「林地台帳」に登載されている森林所有者） 

配布方法 郵送 

回収方法 返信用封筒 

調査期間 令和 6年 4月 1日～令和 6年 4月 12日 

発送数 12,423件     

回収数 4,926件（39.6%） 

未回答数 4,618件（37.2%） 

宛先不明数 2,879件（23.2%） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



４ 考察と検討方向                                                                      

  森林所有者の所在地は市内在住者が８割を占めているが、その多くが６０歳以上の所有者で 

あることから、所有森林が次の世代へ引き継がれ適切に管理されるように周知する必要があり 

ます。 

また、所有森林の現況把握や管理を行っている方は約２５％程度と低く、多くの方は所有森 

林の現況把握や管理をされていない現状にありますが、間伐や伐採など何かしら手を加え収入 

を得たいと考えている方が４５％程度あり、今後の森林整備に対する支援を求める意見も多い 

ことから、森林管理に必要な支援施策の検討を進めます。 

一方で森林を所有することへの不安や不満などから所有森林の売却や寄付を希望されてい 

る方も４５％と多いことから、林業事業体による経営管理や売買・譲渡の仲介、寄付の在り方 

についての検討を進め具体的な方向性を示したいと考えています。 

自由意見
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　◇ 森林を所有することへの不安、不満

　・経営管理制度含む公的な管理の推進

　◇ 林業事業体に管理を委託したい

　◇ 行政への要望等

　・小規模・収益性がなく整備をしない、できない

　・高齢等により管理することが困難

　・後継者、相続等への不安

　・森林が荒廃することへの不安

　・どうしてよいのか分からない

　・所有することに負担感がある

　・日陰・日照問題への不満

　◇ 寄付・売却等により森林を処分したい

　・林道・作業道整備の推進

　

　・所有森林の場所、境界の把握への支援

　・所有森林の管理についての相談、技術支援

　・森林整備を推進するための仕組みづくり

　・木材利用、高付加価値化の推進

　・鳥獣害対策の推進

　・林業事業体への支援

　・アンケート調査結果、方針等の公表

　・外国資本が森林を所有することへの不安、懸念

　・花粉症対策の推進

　・里山整備の推進

　・アンケート調査に対する意見

　・個人負担の軽減（補助金の新規・拡充等）


